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　2012 年 7 月に経済協力開発機構（OECD）と国
連食料農業機関（FAO）の発表した「農業アウトルッ
ク 2012–2021」1）では、環境規制シナリオを用いた
世界のバイオ燃料市場予測が行われている。
　現在、バイオ燃料の原料に、EU 産植物油の
60%、ブラジル産サトウキビの 50%、米国産トウ
モロコシの 40% が使用されており、バイオ燃料は
将来の農業予測に不可欠な要素となっている。米
国環境保護局（EPA）は、2007 年エネルギー自給・
安全保障法（EISA）に基づき、温室効果ガスの
20% 削減を目標とした 2022 年までのバイオ燃料の
総量と、新型バイオ燃料の使用量を再生可能燃料
基準（RFS）として定め、2010 年に改訂している
（RFS2）。これらの環境規制は、米国のバイオ燃料
市場を立ち上げる要因となり、バイオ燃料となる
エタノール生産量は、米国が全世界の約 50% を占
めるようになった。
　RFS2 における新型バイオ燃料は、セルロース系
再生燃料（非食用原料）、バイオディーゼル油、そ
の他（サトウキビ原料エタノール等）に分類され
ている。温室効果ガス削減効果は、既存バイオ燃
料（トウモロコシ原料エタノール）よりも、新型
バイオ燃料、特に非セルロース系再生燃料が高い。
今回、世界の市場予測に用いられた米国の環境規
制に関する 3 つのシナリオ（図表）では、いずれ
も導入の難しいセルロース系再生燃料の使用量を
RFS2 よりも削減している。これにより、シナリオ
1 ではバイオ燃料の総量が削減される。シナリオ 2
では、その他新型バイオ燃料の増加、シナリオ 3
では、既存バイオ燃料を増加させて RFS2 のバイ
オ燃料総量を維持している。分析には、OECD と
FAO の開発した世界の農産物に関する動的部分均
衡需給モデル（AGLINK–COSIMO）が用いられて
いる。AGLINK–COSIMO は、26,000 の変数からな
る 15,000 の方程式により、40 カ国の 40 品目の農
産物の需給をモデル化している。
　シナリオ別の分析結果を次に示す。
シナリオ 1：バイオ燃料の総量が低く設定される
ため、ガソリンに混入するエタノール比率の規制
は低く抑えられる。そのため、バイオ燃料に対応
した代替燃料車の導入があまり進まない。
シナリオ 2：セルロース系再生燃料の不足分をそ
の他の新型バイオ燃料で補うため、ブラジル産の
サトウキビ原料エタノール輸入量が米国で増加す
る。世界的にエタノール価格が高騰し、EU、中国、
インド、タイ、カナダでエタノールが増産される。
米国では、代替燃料車が普及し、米国のエタノー
ル消費量がさらに増加する。
シナリオ 3：新型バイオ燃料の不足分を既存バイ
オ燃料で補うため、米国内のトウモロコシ原料エ
タノール消費量が増加する。その他の影響は、シ
ナリオ 2 に近い結果となる。
　環境規制シナリオを用いたマクロ経済分析によ
り、米国内の環境規制が、トウモロコシやサトウ
キビなど原料を含めた代替バイオ燃料の世界市場
に大きな影響を与えることが定量的に示された。
　経済協力開発機構と国連食料農業機関は、2012 年 7 月に「農業アウトルック 2012–2021」を発表した。
米国の環境規制シナリオを用いた世界のバイオ燃料市場予測を行っている。米国環境保護局は、温室効
果ガスを削減するために、2022 年までのバイオ燃料の総量と、新型バイオ燃料の使用量を再生可能燃
料基準として定めており、この再生可能燃料基準に基づくシナリオが用いられた分析の結果、米国内の
環境規制はトウモロコシやサトウキビなど原料を含めた代替バイオ燃料の世界市場に大きな影響を与え
ることが定量的に示された。
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図表　EPAの再生可能燃料基準（RFS2）と 3つのシナリ
オにおける各種バイオ燃料使用量の構成
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